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１．はじめに
保育者養成におけるピアノ指導が，保育現場において
より有効に生かされるためにはどのような教材，授業内
容が望ましいのだろうか。
保育現場に適応できるピアノの力については，井口
太・笠井かほる・宮脇長谷子による一連の研究がある１）。
井口らは，保育者養成におけるピアノ指導について，対
象者により適切な教材を選び，対応し，指導していくこ
との重要性を主張している。さらに，学生に対して，音
楽の表現が生き生きと子どもたちに働きかけられ，動き
や遊びに発展できるピアノが弾けること，やさしい曲で
も子どもたちと一緒に楽しさを味わいながらピアノが弾
けることを望んでいる。
本学に入学してくる学生のピアノ経験は，まったくピ
アノに触ったことがないという学生から，ベートヴェン
やショパンを弾く学生まで多岐にわたっている。その中
で，保育技術として最低限のピアノ技術を身につけさせ
なければならない。ここでいうピアノ技術は，ただ単に
ピアノが弾けるようになれば良いというものではない。基
本的なピアノ技術を基に，保育現場では弾き歌いやこど
もの動きに合わせてピアノが弾ける，さらに子どもの豊
かな感性を誘導できるピアノ表現力など，臨機応変に対
応できるピアノの力が必要なのである。これについて，
若菜ら２）は，子どもの歌の伴奏や弾き歌いができるために
は，子どもの音楽表現・身体表現等を誘導する質的理解
を伴った表現力が必要なこと，さらに子どもの歌のレパ
ートリーを増やし，コード伴奏ができることが必要であ
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ると述べている。
本学では，今年の入学生 53 人のうち，入学時に全くピ
アノ経験のない初心者は 20 人，また，幼稚園や小学校時
代に数年習っただけという初級者が 17 人となっており，
両方を合わせると 37 人で約 7 割もの学生が未経験と未経
験に近い状態である。この初心者・初級者の数は徐々に
増加の傾向にある。
現在のカリキュラムでは，1 年生で「音楽 Ⅰ・器楽 Ⅰ」
（必修）「音楽 Ⅱ・器学 Ⅱ」（選択）でピアノの基礎技術
を，2 年生で「音楽 Ⅱ・幼児音楽 Ⅰ」（選択）「音楽 Ⅱ・
幼児音楽 Ⅱ」（選択）で「弾き歌い」や「動きに合わせた伴
奏」や「簡易伴奏への編曲」など応用編を行う内容となって
いる。
1 年時，初心者・初級者は「大学ピアノ教本」を統一して
使用し，それ以上の学生にはそれぞれ進度に応じた教本
を使用し，統一した教本は使用しておらず，各指導教員
にまかせている。中級者は，主にソナチネアルバムやソ
ナタアルバムといった教本を使用し，上級者は，少数で
はあるがショパンやドビュシー，リストなどの曲を練習
している。
これらの学生が習得したピアノ技術が，実際の保育の
現場ではどの程度生かされているのだろうか。保育現場
で行われる音楽活動を考えた時，ただピアノが上手に弾
けるだけでは対応できない場面が多いであろうことは，容
易に想像できる。
そこで，実際に学生が保育実習に出た時，どのような
音楽活動を行い，戸惑った場面でどのような対応をして
いるのか。また何に困難を感じ，困っているのかを把握
― 87 ―
*連絡先：吉村淳子　新見公立短期大学　幼児教育学科　718-8585　新見市西方1263-2
保育者養成におけるピアノ教育について検討するために，保育実習時の音楽活動についてアンケート調査
を行った。学生が保育実習の音楽活動で何に困難を感じ，どのような技術を必要としているのかを把握した
上で，今後の授業内容および指導法について検討してすることを目的とした。その結果，学生は保育実習の
場で「子どもの様子を見ながらピアノを弾くこと」や「ピアノで臨機応変に対応すること」について困難を感じ，
さらに弾き歌いのレパートリーを増やしておくことの必要性を感じていることがわかった。
（キーワード）保育者養成，ピアノ教育，保育実習，音楽活動
した上で，今後の授業内容および教材について，再検討
をしていくための資料として学生に対してアンケート調
査を行った。
２．研究方法
調査対象：幼児教育学科 2 年時保育実習 Ⅱの選択者 37 人
調査日時：2012 年 8 月 2 日
調査方法：質問紙によるアンケート調査
倫理的配慮：対象者に研究の趣旨と研究以外では使用し
ないことを説明し了解を得た。
３．結果と考察
以下は，6 月に行われた保育実習 Ⅱを選択した学生 37
人に対して行った音楽活動アンケート調査の結果である。
「実習で行った音楽活動について」の結果は表１に示し
た。
最も多かったのは，「歌唱活動」と「音楽に合わせて動
く」という活動で，ともに 23 人（37．7％）となっていた。
この 2 項目が圧倒的に多くなっており，それ以外は少数
であった。それ以外の活動では「リズム遊び」は 5 人
（8.2％），「楽器合奏」は 2 人（3.3％），などであった。ま
た，音楽活動を「しなかった」が 3 人（4.9％）という結果で
あった。
保育実習で学生が行う音楽活動は，「歌唱活動」と「音楽
に合わせて動く」という活動がほとんどであることがわか
った。
音楽活動で学生が使用した曲目については，資料１に
示した通りである。
「歌唱活動」で使用した曲目は「しゃぼんだま」「みずあ
そび」をはじめ「ぼくのミックスジュース」や「おばけなん
てないさ」など季節を反映した曲があげられていた。それ
以外の曲では，実にさまざまな曲目が使用されていた。
これは，自分で選曲して使用した曲もあるが，実習中に
園で使われていたものを学生が使用した曲も多い。
保育園で使用されていた曲目は資料２に示した。ここ
では，「ぼくのミックスジュース」や「みずあそび」「南の
島のハメハメハ大王」「うみ」「おべけなんてないさ」など
が多く使用されていた。さらに「キラキラ星」や「しゃぼん
だま」「ドレミの魔法」なども多く使用されていた。
これらの結果から，保育園では子どもの歌の定番とい
えるものが，主に使われていることがわかる。学生に弾
き歌いの指導をする場合，これらは基本となる曲目とし
てマスターさせておく必要があることが示唆された。
次に，実習園から事前に練習してくるように指定され
た曲目があったかという質問の結果を表２に示した。こ
れは「ある」が 10 人（27%）「ない」が 27 人で（73％）となっ
ており，約 7 割の学生が実習園から事前の指示を受けて
いることがわかった。
次に「音楽活動の中で特に難しいと感じたこと」という
質問について表３に示した。
最も多かったのは，「子どもの様子を見ながら弾く」が
25 人（20.8％），次いで「うたを歌うこと」が 20 人（18.3％）
と多くなっていた。次に多いのが「子どもに合わせて弾
く」と「ピアノを弾く」で共に 15 人（12.5％）であった。
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表1　実習で行った音楽活動
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表2　事前に練習してくるよう指定された曲の有無
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表3　音楽活動で特に難しいと感じたこと
保育者養成におけるピアノ教育についての試み
子どもの様子を見ながら弾くということは，ピアノに
向かって黙々と弾くのではなく，子どもたちの顔を見渡
しながら，その様子に合わせて弾くということである。
これは，学内の授業ではなかなか実践できないことで
あり，身につけることは容易ではない。しかし，実際の
保育現場では最も必要なことでもある。子どもを見なが
ら弾くためには，十分な演奏技術と曲目を熟知しておく
ことが必要になってくる。その上でさらに子どもの様子
を見ながら弾くという配慮が求められる。
これは，ピアノの進度が進んでいることとは，必ずし
も同じではない。モーツァルトやショパンが弾けるから
といって，その学生にできるかといえばそうではない。
ピアノが弾けるようになることとは異なる要素を含んで
おり，現段階のカリキュラムでは困難な問題といえる。
「うたを歌うこと」が難しいという回答が多いが，これ
については，普段は練習室で歌の練習しており，ひとり
では歌えても子どもを前にして大きな声で子どもたちに
伝わるように歌をことに難しさを感じているといえよう。
さらに実習中ということで，保育園の先生同席となれば，
なおさら緊張し，声も出にくくなり，普段通りに歌うこ
とはなかなか困難であることが考えられる。
次に「子どもに合わせて弾く」であるが，これも前述の
「子どもの様子を見ながら弾く」と共通するものである。こ
の場合は，さらに積極的に子どもの状況に合わせるとい
うことも含まれてくる。子どものテンポに合わせたり，
表現にあわせたりしながら弾くことが求められる。先生
が勝手に弾いていては子どもは「置いてきぼり」になり，有
効な音楽活動はできない。子どもの表現を尊重し，さら
に引き出すことができて，はじめて子どもが音楽を楽し
いと感じるのである。
学生には，自分自身がピアノを弾くことで精一杯であ
り，子どもに合わせて臨機応変に対応することは容易で
はない。また，学内の授業では習得することの難しい内
容でもある。現場で慣れていくことによって身に付く技
術ではあるが，2 年間の間に少しでも対応できるように学
習内容を検討していくことも必要なことである。
また，「ピアノを弾く」ことが難しかったことについて
は，先の「うたを歌うことが難しかった」と同様のことが
考えられる。一人で弾いているとできることが，他の人
がいるとできなくなるということである。それがたとえ
子どもであっても，多くの人の前でピアノを弾くという
ことは，大変なことである。一般的にいう「あがる」とい
う状況で，練習通りには弾けないのである。
次に「実際の音楽活動をするために必要だと思うこと」
という質問の結果は表４に示した。
ここで最も多かったのは，「子どもを見ながら弾く」で
28 人（22.4％）であった。これは，実際に実習で難しいと
感じたことであり，必要性を実感したためであろう。次
に多かったのは「ピアノで臨機応変に対応する」の 26 人
（20.8％）であった。これも同様に状況に合わせて対応して
いくことの難しさを感じることで必要性を実感したため
と思われる。　　
また，「弾き歌いのレパートリーが多いこと」が 22 人
（17.6％）となっている。実習中に事前に指定された曲のみ
では対応できないこともあり，やはりある程度自由に弾
き歌いできる曲目を持っている必要があると実感した結
果であろう。
次に「音楽活動に関して困ったこと」の結果を表５に示
した。
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表4　音楽活動をするために必要と思うこと
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表5　音楽活動に関して困ったこと
これは，自由記述で書いてもらったものである。ここ
では，学生自身の問題と指導に関する問題があると思わ
れる。学生自身の問題としては，「子どもの様子を見なが
ら弾く」や「ピアノが弾けなかった」や「途中で止まってし
まう」などがあげられていた。これらは，各自の努力によ
って改善できるものであるが，他方で指導方法に関する
ものとして「うたを歌うことが好きでない子どもをどう導
くか」や「新しい曲を教えるときの歌詞の教え方」また「子
どもが興味を示してくれない」などが示された。これらに
関しては，特に授業で教えていないものであり，このよ
うな問題に直面することがあるのであれば，今後検討し
ていく必要がある。
次に「実習前にしておけばよかったと思ったこと」の結
果を表６に示した。
ここでは，「弾き歌いの練習」と「ピアノの練習をしっか
りする」そして「レパートリーを増やしておく」が多くかっ
た。これらは，幼児音楽 Ⅰの授業で充分に伝え，実施し
ていることであるが，その必要性を改めて認識させられ
る結果であった。
以上のことから，学生が実習という形で現場に出た時
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に，ピアノを弾くことに加えて，「こどもの様子を見なが
ら弾く」とか「こどもに合わせて弾く」ことに困難を感じ，
難しいと感じていた。また，いつでも対応できる曲目の
レパートリーが少ないことを実感したようである。これ
らについては，今までも授業の中で指導してきているが，
十分ではないということが示されたので，さらに充実さ
せていきたい。
また，保育現場で使用されている子どの歌の種類につ
いて，定番と言われる曲目も多く使われているが，新し
い曲，また，保育園独自の曲など，さまざまな曲が使用
されていた。在学中にこれらすべてに対応していくこと
は困難であるが，なるべく幅広い楽曲に触れさせること
の必要性がある。
また，少数ではあったが，新しい曲を教える場合にど
のように歌詞を教えていくのか，また，歌に興味を示さ
ない子どもをどのように指導するのかなど，こどもの指
導に関する項目があがっていた。これらについては，授
業の中では十分な指導はしていないが，今後，子どもに
対する指導法なども教えていく必要があるだろう。
さらに，学生は保育実習という経験を通して，保育士
という専門職に就く場合に，ただ単にピアノが弾けると
いうだけでは対応することができないことを学び，本当
に必要な音楽的な技術や知識を再認識したことがうかが
えた。
これらの結果は，今後のピアノ指導の教材や授業内容
について再検討していくための材料を提供してくれた。
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表6　実習前にしておけばよかったと思ったこと
保育者養成におけるピアノ教育についての試み
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̴̷͙̜͍ȁ 4 ५͈إڢز 1 Ρτη͈͕̠͘ȁ 2 ̹ͭͭͭ͘ͅͅͅإ൮ȁ 3
͖̩͈ηΛ·ΑΐνȜΑȁ 3 ̻̠̻͡͡ 1 ൑ఊ჊ȁ 2 ρȜιϋఘௌȁ 2
̤̫̞̯͊̈́ͭ̀̈́ȁ 3 ͐ͭ͐ͭ͐ͭ 1 ߄ఊ჊ȁ 2 ΡρΡῤ̢ͣͭ͜إ൮ȁ 2
2ȁௌఘϋζϋΩϋͺ1̞̥̤͈̯̜̾ͭͤ2ȁ̧̧̱͖ͣͣ
2ȁ̴͙͇͈1̲ͭ̈́̀̽͝৪ෆ2ȁ̠͕͈͘ητΡ
1ঊ͈θΧρήͺ1́ئ͈࿐͈ߪ̧̈́ఱ2ȁ̲ͅ
1̤̓ͭܨࡓ1λΙλΙλΙ͈̻̤͜͝2ȁΠΛΉε̨̱̈́͏
1჊ఊ൑1ௌఘȜΩΛΈ2ȁؐఱΧιΧιΧ͈ോ͈ධ
1჊ఊ߄2ȁ͙̠
1̯͙̥̤̤ͭ1̹̠͈θȜς·Αͼͺ
1̲ͭ͝ͅ1̹̠͈Αρ·
1ρςΌ1ͤ͏̜̥̺͛ͣ
1ͼͺͼͺ1ݢඅ಼̱͉ͦ
1ެ͈σ΢ΐς΂1̹̹͊̈́
1ିρ΅ρ΅1ϋοΏȜκ΋υ͈̩͖ͣ
1̱̥̽ͦ̾͜͝1΢΢Ψ̹̽́ͭ͂
1΋ςήϋΎ͉΃σͼ1΃σε͈ศ
1̹̠͈σ΀΃1ϋτΡσΙȜάΛΧ
1σΈσΈ̠̱͘͘1̧̱̹̹ͬ̀͘͡
1̨̹̠͈̯̠1̞̳͚̀ͣ͌́ͭ
1̞̥̤͈̯̜̾ͭͤ1̻̤ͥޘϋΡϋυ
1̯̞̫̤̈́̀ͭ̈́͊1̹̠̱ͤ͂ͤ
1ȜΟΑȜΨȜάΛΧ1̢̹̠͈̥̤ͤ
1̭̩́̓͘͜͢௽͉Ⴙ஌1ͅုఊ͈ͬͣ͌਀
1ΠΛΉυ̹̻̽̽̈́͝1̵̹̠͈̠̻̠ͭ͟
1͇͉̦̀ݿ1̹̠͈σ΀΃
1̠͓͢૙̤ͬ̾͞1̢̹̠͈̥̤ͤ
1ϋ·Σ΃Ϋ΀1΋ςήϋΎ͉΃σͼ
1ͭȜ̥̪̪̽̓ͥͥ1σΈσΈ̠̱͘͘
1زڢإ͈५1̢̧͈͙̈́͘
1̠̭̹̹ͬ਀̵̜̱ͣ̈́ͩ1̨̢̜̠̞̜ͤͅ
1̯̭̹̦̹̜̓ͭ1̶̻̺͉̥͂͜
1͍ဋ਀͈·ΛΣ·ά1̵͙
1͍ဋ਀͈ȜΣΒͻΟ1჊ఊ൑
̹̲̠͍ͭ͡ 1
̜̯͈̤͉̱ͤͭ̈́ 1
̷̠̺̹̞̞͈̽ͣ̈́ͅ 1
ଲٮಎ͈̭̹̻̓͜ 1
1ͼͺͼͺ
̢̠̹ΨϋΨϋ 1
1γγγ
1̯͗ͭ
૩͈̩̯ͭ͘ 1
̬̲̞̞̯͌ͭ 1
ͺϋΩϋζϋ 1
ഛঀ͈ΩϋΜ 1
資料1　音楽活動で使用した曲目
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吉村　淳子
ତ൞ٝତ൞ٝ
͖̩͈ηΛ·ΑΐνȜΑ 6 ఱ߿Ψᾼ͈̳̽̀͘ 1
1̧̺͈͈͙͉̠̻ͭ̈́̈́ͭ͜͟5̷̴͍̜͙
1̥̞̳5ؐఱΧιΧιΧ͈ോ͈ධ
1΋ρήϋΎ͉΃σͼ5͙̠
1ΠζΠ5̯̞̫̤̈́̀ͭ̈́͊
1σΈσΈ̠̱͘͘4ିρ΅ρ΅
̢̤̥͈̠̹ͤ 4 ̢̨̜̞̠̤ͤͅ 1
1̢̧͈͙̈́͘4̺͖̱ͭ͘͝
1̹̠͈ητΡ4̠͕͈͘ητΡ
1γγγ3̹̠͈σ΀΃
1ΡȜτΩ3΢΢Ψ̹̽́ͭ͂
1̯͙̥̤̤ͭ3ͅုఊ͈ͬͣ͌਀
1͍ဋ਀͈·ΛΣ·ά3჊ఊ൑
1൮إ͉̞ͧ3჊ఊ߄
1୯ݽఱ̓͜ঊ3̹̠͈θȜς·Αͼͺ
1඾୆౪2ȫ̷͍̜਀Ȫ͇͉̦̀ݿ
1̹̠͈̠͉̤͢2ௌఘϋιȜρ
1͍ဋ਀͈ȜΣΒͻΟ2̺͖̱ͭ͘͝
1̹̠͈̯̞̫̤ͭ͂2̴̫̹̥̤
1ঊ͈θΧρήͺ2̠͓̹̤ͬ̾͢͞
1͋ͭȜ̠2̲ͅ
1ϋȜ΃Ρ̪̪ͥͥ2ϋτΡσΙȜάΛΧ
1ΡϋρȜΌȜςι2ͼͺͼͺ
1ાཪ̞̥̈́͠2̭̮̽ΑΨ
1ௌఘ·χ·χ1̲ͭ͝ͅ
1ௌఘδϋρ·΍1̹̠͈ΑίΛυΡ
1̦Ȝ̲̞̦̲͜͝͝1̹̹͊̈́
1ΡȜτΩ1΃σε͈ศ
1ϋΨϋΨ̢̹̠1ϋοΏȜκ΋υ͈̩͖ͣ
1̧ࢡ̦૗̈́ͭ̓1ΑΨ͈̲̩ͣ
1̵͙1̞̳͚̀ͣ͌́ͭ
1ȫ̷͍̜਀Ȫ̹̭͈͐຀ˏ1Α·Σ΃Ϋ΀
1̻̠̻͡͡1̜̩̜ͦ̈́ͥ͘
1̞̭̹͕ͥ1̴̧̯̜̤͕ͭ͊
̷͍̜਀Ȫ̱͕̱̞͊ͭ͊ͭ͗̽ͅ1̧̱͈୼ ȫ 1
1ௌఘȜΩΛΈ1̜͛
1̴͙͇͈1ͤ͏̜̥̺͛ͣ
1́ئ͈࿐͈ߪ̧̈́ఱ1ΜϋΩ͈ঀഛ
1ϋζϋΩϋͺ1ݢඅ಼̱͉ͦ
1ެ͈৪ෆ1൮إ̢ͭ͜ρΡ
̹ͭͭͭ͘ͅͅͅإ൮ 1 ̹̩͈̯͐ͭͭ͗ 1
1ؚ̯ͭϋΩ1̵̹̠͈̠̻̠ͭ͟
1̹̻̽̽̈́͝1̺̞̞͉̻̺ͭ͂͜͜
1ΠΛΉυ1ΑϋλΙ
1ρςΌ1ௌఘϋ΍ϋ΍
̜͛͏̩͈̭ͤ͘ 1 ෆ৪̲̽̀̈́ͭ͝ 1
資料2　保育園で使われていた曲
